


    
    


    




    わたしの心の中
    僕を一人にしないで欲しい
この孤独な海の中で
あなたと手を繋ぎたい
心がしぼむ前に
誰か気付いて

お母さん







    裁き
    蒸し暑さの残る戦いの夜
青い血のしぶきをあげながら
一人佇む
ぐるぐると廻る光の中
迎えを待つ自分

救われる術はなし







    終演
    わたしはついに力尽き

落ちていくのだ

何処までもまっすぐに



まっすぐに







    歌姫
    わたしは歌う

あなたの扉を開けたくて

そこが闇に包まれた場所だとしても

隙間から射す木漏れ日になりたくて









    狂おしき日々
    自分の中で何かが弾けた

音も無く広がる

無限の宇宙に広がるように

乾いた風が叫ぶ



わたしを探して







    今夜星空に願う
    逢いたい

逢いたい

逢いたい

ただただ逢いたい

あなたの前でひざまずきたいだけなのだ







    鮮血
    君がそこで微笑む
苦しさに耐えて
醜い瞳が戸惑い
拳銃で撃ち抜いた
亀が瞬く

血飛沫の中で







    閃光
    あなたの背中に生えた翼は

欲望の渦巻く闇の中

光と共に横切る

美しき女神像が

崩れ落ちた



朽ち果ててしまえ







    触診
    あなたの柔らかな手で
わたしの心を動かして欲しい
悪魔に魅入られたこの身体に
メスを突き立て
心臓に直接触れて欲しい

もう一度世界が見たい









    別離
    あなたはいってしまった

そらの彼方へ

わたしが目を離した隙に

宇宙船に飛び乗って

わたしの時を支配したまま

ナイフを突き刺す

真っ赤な血の海に溺れる



静寂
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